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【はじめに】

当血液浄化療法センター(以下当センター)では､

2003年から年3回､災害に備えて､血液浄化療法セ

ンタースタッフ(以下スタッフ)､.lil者が協同し災官

時訓練を行っている｡2005年､スタッフを対象に災

害に対する意識調査を行なった｡忠敬調査から災害

発生時に､自分自身が確実に救助行動に移れると思

っているスタッフが､大多数を占めている叫がわか

った｡2006年から災蕃イメージの構串の為に､年 1

回継続的に長野市防災市民センター-地簾体験､火

災体験､ビル火災等を見て､聞いて体敦している｡

その体故から他者指導を行い､スタッフ､必着双方

の災嘗イメージの具体化を行なっている｡今回艮野

市防災市民センターの脇ノ)を糾て､実際にコンソー

ルを地襲体験装匿に持ち込み､当センターがコンソ

ールの固定に採用 している耐贋 マ ットの効果がある

のか実験 した｡長野市防災市民センターでの災官体

験の経験とあわせて報告する｡

【方法】

1､スタッフが年 L回､防災センター-行き災害体験

を行 う｡

2､コンソール(東レメディカル社製:TR-2001M仕

様'幅 300mmX奥行 395mX高さ615mm玉虫 50kg)を

地震体験装置に置き､耐雇 マット(日本電通㈱社製

タックフイット耐荷重 100kg)の有無で震度 3-7ま

で行い撮影 した｡

3､実験映像をスタッフ､患者に年 1回上映する｡
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【結果】

】､長野巾防災巾民センターにて

2006牛より災'Hに対するイメージの典体化を日

的とし､艮野市防災rllLC-センターにてスタッフが年

]阿災溶体験を行なっている(図 1)｡

庄野rfll防災JfJ比センターでは地架体験装位､消火体

験装位､ビル火災体験､煙体験等災rE体験を行なっ

ている｡他励体験ミ掛YHよ関瓜 一̂旗災や円本海中部地

解など､過去に起こった他架と同じ揺れを体験する

ことができ､スタッフは地潔による身体的､棒神的

ダメージを体験 している｡ビル火災体吸は模型を用

いて､火災発/A_時槽が広がっていく様7･を休教する

ことができた｡姓体験装虻では火災の煙により､視

外が失われたときを想定した避難体験ができた｡災

'G体扱により新たに配属されたスタッフは､簾度 7

を体験し､恐怖､揺れている時r''1日は 1分以内､揺れ

ているr汀=ま立つことも歩くこともできない呼がわか

った｡経験Rは､災害について再認織ができ災害に

関する新しい怖報を学んできている｡
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図 1 長野市防災市民センターの体験

- 64-



2､耐媒マットの効紫

'R畝はコンソールを地涙体験装位に殻配し､当セ

ンターが文脈にコンソールの個定に使用している市

販の耐誹マット兼殻tE岬と殻位時で深度3-7で揺

らし､その映像を般膨したd耐旋マット末設置時､

コンソールの転倒までは至らなかったが､簾度3発

生と同時に横に大きくずれていった(図2)｡耐儲マ

ット設但時､頒腔 7の揺れでもコンソールが耐碗マ

ットからずれることや､耐撰マットも台からずれる

ことなく転倒はしなかった(図3)｡

透析装置転倒対策

図2 耐貫マットなし

一F 地暮JB生廿

図3 耐震マットあり

地1発生廿 1皮6* 1丘7A

3､実験映像の患者-の反映

).,8着意識調査にて災害をイメージするためには災

害映像の鑑炎が必要との意見が5割程度だった為､

実験映像をスタッフ､,til者に年 1阿上映し､災'ATL時

訓練の一環として位配付けている｡

【考察】

1､長野市防災センターについて

当センターの災苔時訓緋は ｢Jil′削二(らが臼分の命

を自分で守る行動が山来るJをコンセプ トに災rBに

備えた仏者､スタッフとの脇剛乍繋であると考えて

いる｡年3回行われる訓練伝に災害対韓の脆弱性に

ついて検討を行い､補強を行なってきた｡南らは｢災

音に備えスタッフや心音への教育は､災磐という非

日常への意織の切り替えをおこない､その状況をイ

メージする機会である｡全てのrLf鰻を想定 した対

策 ･訓練は不可能であるが､訓練や教育を通して災

害時の人々の反応や行動に対するイメージを高める

ことが盃要であるJと述べているが､2005年､

当センターでは災苫時にセンター内の状況がどうな

っているのか､コンソールの状況はどうか､患者の

状況､特に穿刺部やライン､精神状態はどうかなど

に対するイメージが貧困であり､スタッフ自身が災

害時どんな環境にいるか想像できなかった｡長野市

防災市民センターでの災害体験､特に地簾体験装置

では､実際に窟度 7及び関東大震災の揺れを体験す

ることにより地雇による恐怖､精神的ダメージ､揺

れている間は動くことすらままならない串がわかっ

た｡大地旗の時には､スタッフも被災者であり一概

にスタッフ-助ける側､患者-助けられる側と言う

関係は成り立たないという認職に至った｡このこと

から､災害が発生した場合は､スタッフも患者も､

まずは自分の身を自ら守るという共通の認織を持つ

ため､災害時訓練時に患者と確認している｡またス

タッフが防災センターにて体感した事を患者に伝達

することで､よりリアリティーのある災害イメージ

の具体化を行なっている｡年 1回､長野市防災市民

センターに継続して通い続けることは､新入職員は

災害のイメージを構築でき､経験者は災害のイメー

ジを具体化し､災害に対する新たな情報を学ぶ事が

出来ると考えられる｡
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2､耐慮マットについて

血液浄化療法センター新規移転の際に日常の快適

性と災事対策の両立を図った｡移転についての環境

整備は第 53回長野県透析研究会学術集会で発表し

た如くである｡当センターでは災害対策だけを強化

する事は､日常業務の妨げや､療養窮境､作業舜境

が崩れてしまう場合があると考えている為､耐震マ

ットを選択し設置した｡耐震マット設置は､コンソ

ールにトラブルが発生した場合､固定器具を外す作

業がなく､スムーズに対応が行え､日常業務､療養

環境に影響が少ない状態である｡さらに実験より､

耐震マット未設置のコンソールは､震度3以上で横

に大きくずれた｡耐震マット設置のコンソールは､

震度 7においても転倒､転落を防止でき､一定の効

果が認められた｡これらの結果から耐震マットによ

るコンソールの国定は､災害対策におけるコンソー

ルの転倒､転落防止に効果があると考えられる｡

3､実験映像の患者-の反映について

当センターの外来維持透析患者を対象とした災害

対顔に対する意鼓調査の結果では､r災害をイメージ

する為に何が必要か?｣の問いに､災害の映像鑑賞

が5割､災害パンフレットを用いた説明が2割で計

7割の患者が何らかの対策が必要と答えた｡災害時

訓練開始当初は､自ら離脱手技が出来る患者の割合

は6割前後で推移していた｡しかし､高齢化及び入

院透析患者の増加により自ら離脱手技が出来る患者

割合は低下している傍向にある(図4)｡このことか

ら当センターでは､自ら離脱が出来るという考え方

から､災害時に落ち着いて行動が出来るという考え

方-の転換が必要であるとし､災害時訓練のポイン

トは落ち着いて行動する事､患者の災害イメージを

具休化する事に重点を置いている｡年1回コンソー

ルの地震実験映像を患者に放映する事は､地震時に

コンソールがどのような動きをするのか確認でき患

者の災害イメージが具体化されていると考えられる｡

図4 自己離脱可能な患者割合

【結論】

1､スタッフ･患者の災害に対するイメージの構築

の為､防災センターでの災害体験を行っている｡

2､耐震マットの設置はコンソールの転倒､転落防

止に効果があった｡
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